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◆ウェルネスオフィスについて
2025年度から、新しい動向を把握できるよう、調査項目

としてトピックス設問を新設しました。2025年度は「ウェル
ネスオフィス」をテーマとし、特に重視したい項目や導入課
題についてお答えいただきました。

〇ウェルネスオフィス重点項目
規模別では、３万㎡未満のビルは「空気環境」が80％前後、

規模が大きくなるほど減少しております。5万㎡以上のビル
は「コミュニケーションスペース」が65％と最も高い傾向と
なりました。

〇ウェルネスオフィス導入課題
「コスト負担」が86％と最も高く、「導入スペースがない」

が48％、「効果測定が難しい」「運営維持管理の手間」がそれ
ぞれ40％近くと高い傾向となりました。

◆主要諸元

　建物の主要諸元として、基準階の建築仕様（天井高・仕様、
床の耐荷重、施錠方法）、照明器具等の電気設備、空調・衛生
設備、エレベーター、駐車場、非常用予備電源等の附帯設備、
耐震性能、バリアフリー対応等について調査しています。以下、
前々年度から増加傾向がみられる「基準階のトイレ設備の仕
様」をピックアップしてご紹介します。

〇貸室照明器具の管球の種類
　照明器具は、「LED」灯が67%（前年度60％）となり、LED 
化が進んでいる傾向が伺えます。

【規模別】
規模別は、「３千㎡未満」で37％（前年度54%）、「５万㎡

未満」のビルでも44％（前年度50%）の蛍光灯照明が残っ
ています。

〇基準階のトイレ設備の仕様
　トイレ設備普及率は、1 位「温水洗浄便座」92％（前年度
91％、前々年度88％）、2 位「小便器人感センサ」89％（前
年度86％、前々年度80％）、3 位「手洗い自動水栓」79％（前
年度75％、前々年度71％）が上位を占めております。いずれ
も前々年度から5〜10％増加しており、必須設備としての普
及が一段と進んでいることが伺えます。
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◆運営管理

　ビルの運営管理に関して、運営管理業務費、設備運転管理、
清掃警備の各業務、エネルギー管理、BCP・防災備蓄などの
防災マネジメント、長期修繕計画の策定などを調査していま
す。以下、いくつかの項目をピックアップしてご紹介します。

〇運営管理業務費
　各管理業務費の前年度比は、「横ばい」が5〜6割ですが、「増
加」−「減少」では、「設備管理費」＋43％（前年度32% ／前々
年度19%）、「清掃費」＋40％（前年度27% ／前々年度16%）、

「警備費」＋32％（前年度18% ／前々年度10%）で、前年度
より11〜14%、前々年度より22〜24％増加しており、年々
労務費等の上昇の影響が表れています。

〇清掃業務費
清掃費の「増加」−「減少」の差は、「北海道」が＋63％（前

年度32% ／前々年度46%）、「首都圏」が＋44％（前年度
30% ／前々年度15%）、「その他地域」以外でも25〜40％
と増加傾向が強く表れています。

〇防災用資機材・備品
　「簡易トイレ」の47% を筆頭に、「ポータブル発電機」29％、
「大容量発電機」23％など、停電対策機材も２〜３割のビル
で準備されています。「特になし」のビルは24% に上りまし
た。

◆賃貸営業

ビルの賃貸営業に関して、オフィス市場（空室率や賃料）
の動向、入居テナントの動向、賃貸借契約、営業体制、テナ
ントコミュニケーションなどを調査しています。以下、いく
つかの項目をピックアップしてご紹介します。
〇空室率 ( 動向・前期比・来期予想 )
＊空室動向の「当年実績」は、前期比「微減」「減少」が「増加」
「微増」を17% 上回っており総じて市場は改善傾向です。

＊「前年実績」と「当年実績」の比較では、空室の「増加」「微
増」（市場の低迷）が３% 減少し、「横ばい」が１% 増加、
空室の「微減」「減少」（市場の改善）が２% 増加しました。

＊「前年来期予想」と「当年実績」の比較では、「減少」が大
幅に上回り予想よりも市場が改善したことを示しています。

＊「当年来期予想」は、「増加」と「減少」がともに減り、
70% が空室率は「横ばい」と予想しています。

【規模別】
空室率前期比の規模別では、空室率の「微減」「減少」（市

場の改善）は規模に比例して多くなっています。特に「5 万
㎡以上」の超大型ビルの空室率は、前期比「微減」「減少」
が「増加」「微増」を39% 上回っており、大幅な改善傾向が
みられます。
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〇賃料 (動向・前期比・来期予想 )
＊賃料動向の「当年実績」は、前期比「増加」「微増」が「微減」
「減少」を33% 上回っており、空室率と同様、総じて市場
は改善傾向です。

＊「前年実績」と「当年実績」の比較では、「増加」「微増」が
16% 増え、「横ばい」が13% 少なく、「微減」「減少」が
4% 少なくなっており、昨年度よりもさらに改善傾向が進ん
でいます。

＊「前年来期予想」と「当年実績」の比較では、当年実績の「増
加」「微増」が予想を13% 上回りました。

＊「当年来期予想」は、「横ばい」が52% ですが、42% のビ
ルが「増加」「微増」を予想しています。

〇定期借家契約の割合
＊「全て普通」借家契約の地域別は、「近畿圏」47%（前年度

50%）、「北海道」54%、「その他地域」53%（前年度55%）、
「九州」は前年度より14% 減の19%（前年度33%）、「中京圏」
は6% 減の22%（前年度28%）と、普通借家契約から定期
借家契約への切り替えが進んでいる傾向が見られます。

＊定期借家契約を一部でも利用している割合は、「首都圏」
74%（前年度75%）、「中京圏」78%（前年度73%）、「九州」
81%（前年度67%）で、他の地域と開きがあります。

【年代別】
定期借家契約の年代別では、「全て普通」借家契約の割合

は「〜1990年」の45％から、「〜2020年」には10％と減
少している一方で、「全て定借」の割合は「〜2000年」の8％
から「〜2020年」には40％へと大幅に増加しています。

（2021年以降の数値は回答母数が少ないため参考値）

〇（定期借家契約がある方）契約期間
【年代別】
　定期借家契約の契約期間の年代別は、「〜2000年」を境に
契約期間は「３年以内」と「５年以内」の割合が逆転し、「〜
2020年」では「３年以内」が10%、「5年以内」が65% を
占めています。「10年以内」は、「〜1980 年」の９% から年々
増加し、「〜2020年」には約2.5倍の25% に達しています。

（2021年以降の数値は回答母数が少ないため参考値）
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